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刊行にあたり

大坪研一

　お米は世界で年間約 7.5 億ｔ（籾ベース）生産され、トウモロコシ、小麦

と並んで、世界の三大穀物とされている。特に主食として、世界人口の約半

数のカロリー源となっており、その生産と消費は、アジアに90%が集中し

ている自給的作物である。世界の食糧需給は、人口増加と耕地面積の減少、

異常気象や水不足、BRICs 等における食生活の変化等の観点から長期的には

不足するものと予想され、穀物の国際価格は変動が大きい。こうした世界の

食糧需給問題は、ウクライナ戦争により、さらに顕在化している。わが国の

米生産量は、年間約 700万玄米ｔであり、残念ながらその消費量は毎年減少

している。わが国は、食料自給率（カロリーベース）が約 38%と、先進国

中最低水準であり、食料自給率向上のための努力が必要であり、お米の生産

および消費の維持・拡大が喫緊の課題となっている。このようなお米を巡る

社会情勢のもとで、日本食糧新聞社のご尽力により、ここに「お米の未来」

が刊行に至ったことはきわめて意義深いことと感じている。

　本書では、第１章で「コメの機能性と消費拡大」と題して、お米のおいしさ、

成分と機能性、世界および日本におけるお米を巡る情勢と消費拡大に向けた

取り組みを紹介している。第２章で「コメ加工技術の変遷」と題して、加工

米飯、炊飯、日本酒、米菓、餅、米粉などの各種加工食品や精米装置、炊飯

器、製粉機などについて解説している。第３章で「コメのこれから」と題して、

お米とSDGｓ、メディカルライス、米デンプンや米タンパク質の新しい機能性、

プラントベースフード、スマート農業など、お米の未来にかかわる最近の動

きを紹介している。

　本書は、日本人が古来親しんできたお米に関する最新の動きと将来性につ

いて解説したものであり、お米に関心のある一般読者に広く興味を持ってい

ただけるとともに、それぞれの分野に関係する多くの企業や団体などにとっ

ても役立つものと期待される。

　お米に関する研究開発の第一線を走っておられるご多忙の中で、本書にご

執筆いただいた皆様に心からの感謝を申し上げるとともに、刊行に至るまで、

多大なご尽力を頂いた株式会社日本食糧新聞社の平山勝己副社長、佐藤路登

世記者、山本美香子氏に深甚の敬意を表したい。お三方無くして本書は誕生

しなかったものと考えている。
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